平成24年6月２７日

第２回実務者会議　各グループ記録

実施日時：平成24年6月27日(水) 19:00～21:00

場　　所：安城市民会館 ３階　大会議室
グループ：No.6情報ネットグループ
■グループワークでのメンバーの発言など

□エピソード１（２４時間～４８時間）
	①個人で心配なこと

· 家族の安否

· 人間らしい暮らしが出来るかどうか（温かい食事、生活する場所の確保など）
· 近所の状況、安否

· 電気･ガスの復旧状況

· 食料の確保（水、飲み物、食料）
· 防寒（寒さ対策）
· トイレ

· 情報の入手（交通の状況、余震）

· ガソリンの確保

· ケガ人の手当

· 自宅（住居）の安全性

· 余震の対策
②公人として心配なこと

· 被災者にとって必要な情報を発信できるかどうか（刻々と変わる状況、ニーズの把握）

· 2次災害

· 職場の人数が揃うかどうか（放送にあたって必要な人材が揃うかどうか）

· 来院中の患者、入院患者の状況把握

· ライフラインの復旧状況

· 災害範囲を知りたい（地域外の人に応援要請をしたいため）

· ガソリンの確保（放送用非常電源の燃料や自動車用）
· 各種メディア（TV、webなど）発信設備の状況（情報収集から発信へ！）
· 聴覚障害者（会員）の安否

· 避難所の情報が知りたい


□シーン２（４８時間～７２時間）
	①個人で心配なこと

· 安眠できるかどうか（場所、状況、、、そろそろ疲れがピークに達する頃なので）

· 食料の確保（食事や水の配給状況、購入できるかどうか）

· ライフラインの復旧状況（給水車の状況）

· 避難所でプライベートな空間が確保できるかどうか防寒（寒さ対策）

· 自宅に帰れるかどうか
· 私財の確認
· 自分たちの安否を知らせたい
②公人として心配なこと

· 避難所に配るラジオの確保
· 安否情報の収集から発信へ
· 避難所の情報を伝えられるかどうか（twitter開始、ポータルサイトで情報発信）
· 病院の自力運営の限界（電気、ガス、水は72時間分しか確保できない、先が見えないとパニック状態になる）

· 行政の対応状況（災害対策本部との情報交換、連携）
· 被災地外との連絡、情報交換
· 支援物資の情報の収集と発信
· 避難所の情報の収集と発信
· 聴覚障害者用の補聴器を確保、サポート体制


□まとめ
	①個人で心配なこと

· 生き抜くこと

· ライフライン（生活インフラ）

②公人として心配なこと

· 正確な情報の収集と発信

· （自分たちの外との）連携


■ワークショップを終えて感想、要望、次回に向けてなど

	


情報の種類と量の変化








